
個
人
質
問

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
に 

つ
い
て

問
　　
昨
年
、
本
市
で
は
、
地
球
温
暖
化

対
策
と
し
て
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

を
県
下
で
も
い
ち
早
く
宣
言
し
ま
し
た
。
マ

ス
コ
ミ
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
の
取
組
に
つ
い
て
市
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

答
　　
市
長　
昨
年
の
６
月
定
例
会
に
お

い
て
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に

す
る「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
む
こ
と
を
宣
言
し
、
市
民
の

未
来
を
後
世
に
つ
な
げ
る
た
め
、
オ
ー
ル
さ

ん
む
で
取
り
組
む
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
３
月
に
は
、
行
政
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
の
取
組
を
推
進
す
る
た
め
、
庁

内
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、
本
市
の
特
性
や
課
題
を
踏
ま
え
た
検
討

を
開
始
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
社
会
や
暮
ら

し
の
中
に
取
り
入
れ
た
脱
炭
素
社
会
を
実
現

す
る
た
め
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
施
策
を

策
定
し
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
活
用
や

公
共
交
通
へ
の
低
炭
素
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入

を
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
オ
ー
ル
さ
ん

む
で「
２
０
５
０
年　

二
酸
化
炭
素
排
出
量

実
質
ゼ
ロ
」を
目
指
し
ま
す
。

問
　　
「
２
０
５
０
年　

二
酸
化
炭
素
排

出
量
実
質
ゼ
ロ
」と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か

伺
い
ま
す
。

答
　　
建
設
環
境
部
長　
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
を
、
今
後
、
自
然
環
境
に
お
け
る
吸

収
量
と
同
等
ま
で
減
ら
す
こ
と
を
い
い
ま
す
。

二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
へ
の
取
組
と

し
て
は
、
電
気
の
節
電
な
ど
、
人
の
活
動
に

伴
っ
て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
の
量
を
減
ら

し
、
森
林
な
ど
の
吸
収
源
に
よ
る
除
去
量
と

の
均
衡
が
取
れ
た
脱
炭
素
社
会
を
目
指
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。

問
　　
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
た
め
、
個

人
で
チ
ッ
プ
化
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
が
、

チ
ッ
プ
化
す
る
た
め
の
機
材
購
入
に
対
す
る

補
助
制
度
に
つ
い
て
、
市
で
検
討
し
て
い
る

か
伺
い
ま
す
。

答
　　
建
設
環
境
部
長　
本
来
、
廃
棄
物

と
し
て
処
分
さ
れ
て
い
る
枝
葉
等
が
チ
ッ

プ
化
に
よ
り
、
堆
肥
化
や
土
壌
改
良
材
へ
と

資
源
化
す
る
こ
と
は
、
ご
み
の
減
量
に
な
り
、

環
境
保
全
対
策
と
し
て
は
効
果
的
な
取
組
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
、
環
境
保
全
対
策
と
し
て

チ
ッ
プ
化
す
る
機
材
へ
の
補
助
制
度
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
農
業
用
廃
棄
物
の
み
な
ら
ず
、

廃
棄
物
全
般
に
お
け
る
ご
み
の
減
量
・
資
源

化
が
今
後
促
進
さ
れ
る
よ
う
な
社
会
の
仕
組

み
の
中
で
、
こ
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
も
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
先

進
事
例
等
を
参
考
に
調
査
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

広
域
農
道
に
つ
い
て

問
　　
大
網
白
里
市
か
ら
東
金
市
、
九
十

九
里
町
を
通
り
、
山
武
市
草
深
地
先
、
松
尾

町
広
根
地
先
を
抜
け
、
横
芝
光
町
の
旧
横
芝

町
地
域
ま
で
の
区
間
を
事
業
区
域
と
し
て
工

事
が
実
施
さ
れ
、
大
半
の
部
分
で
工
事
が
完

成
し
て
い
ま
す
が
、
白
幡
地
先
か
ら
作
田
川

を
越
え
た
東
金
市
ま
で
の
区
間
が
、
い
ま
だ

に
開
通
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
作
田
川
の
橋
り
ょ
う
工
事
な
ど
、
現
在
の

事
業
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答　
　

建
設
環
境
部
長　

ご
質
問
の
道

路
は
、
大
網
白
里
市
清
水
地
先
を
起
点
に
、

横
芝
光
町
北
清
水
地
先
を
終
点
と
す
る
広
域

農
道
で
、
総
延
長
が
21
・
18
㎞
あ
り
、
山
武

市
が
管
理
す
る
区
間
は
約
７
㎞
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

山
武
市
本
須
賀
地
先
か
ら
東
金
市
東
中
地

先
ま
で
の
約
1.4
㎞
が
通
行
で
き
な
い
状
態
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
半
分
の
７
０

０
ｍ
が
山
武
市
区
間
で
、
工
事
は
完
了
し
て

い
ま
す
が
、
道
路
開
放
し
た
場
合
、
大
型
車

両
の
主
要
道
路
へ
の
迂
回
が
難
し
く
、
ま
た
、

生
活
道
路
へ
の
車
両
進
入
抑
制
な
ど
、
周
辺

地
域
の
道
路
事
情
を
考
慮
し
、
供
用
開
始
に

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
残
り
の
７
０
０
ｍ
が
東
金
市
区

間
お
よ
び
九
十
九
里
町
区
間
と
な
り
ま
す
が
、

東
金
市
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
道
路
改
良
工

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
部
、
用
地
交
渉

が
難
航
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
継

続
的
に
道
路
改
良
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
予
定
で
は
、
令
和
３
年
度
と
令
和

４
年
度
は
道
路
改
良
工
事
を
行
い
、
令
和
５

年
度
か
ら
の
４
か
年
で
作
田
川
に
架
か
る
橋

り
ょ
う
工
事
を
実
施
す
る
計
画
に
な
っ
て
お

り
、
事
業
が
順
調
に
進
ん
だ
場
合
、
令
和
９

年
度
が
全
線
開
通
の
目
標
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

新政会 北
きた

田
だ

 守
まもる

 議員
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